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は し が き
Preface

川崎製鉄，九州石油，日商岩井，日本移動通信（IDO），富士銀行
といった社名のうち，本書の主要な読者である大学生のみなさんは
いくつを知っているだろうか。これらは，いずれも筆者ら（板垣・

平野）が大学生であった 2000 年には存在していた大企業である。
しかし，これらの企業はその後の業界再編に伴い，現在では異なる
社名の企業になっている。こうした動きは 1991 年のバブル景気崩
壊以降に活発化したものであり，この時期，日本の産業・企業は劇
的に変貌していったのである。
バブルの崩壊は，多くの日本国民の感覚にも大きな変化をもたら
した。すなわち日本国民の多くは，バブル崩壊後のおよそ 20 年あ
まりの間，不況が続いている感覚を抱いている。数年前から少なか
らぬ大学生が口にする「バブルの時代を経験してみたかった」とい
う言葉は，その表れであろう。彼・彼女らは生まれたときから日本
経済の成長率が低迷している状況しか経験しておらず，それゆえ華
やかなバブルの時代にあこがれるという。実際にはバブル崩壊後も
日本経済は好不況の波を繰り返してきたわけだが，失業率・非正規
社員数・予想年金受取額など，とりわけ消費者・被雇用者に関する
多くの指標が，彼・彼女らの，そして多くの日本人の，実感を裏づ
けている。
その一方で，私たちの暮らしは，バブル以前と比べ，ある側面に
おいて「豊か」になった。現在，高校生以上の日本人の多くが自分
の携帯電話を所有しているし，消費に占める生活必需品・耐久消費
財の割合は年々減少し，代わりにサービスやレジャーの割合が年々
上昇している。果たして私たちは，1990 年代，2000 年代を経て，
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貧しくなったのであろうか，それとも豊かになったのであろうか。
同じような疑問は，日本の産業・企業にもあてはまる。先に述べ
たようにバブル崩壊後に業界再編が進展し多くの産業・企業が変貌
を遂げただけでなく，日本の産業・企業の競争力の相対的な低下も
問題視されている。たしかに，日本企業の製品は一部で「ガラパゴ
ス」と揶揄され，多くの産業で厳しい国際競争にさらされている。
また，多くの企業が，バブル崩壊後の国内外の競争の厳しさから構
造転換を余儀なくされるとともに，雇用形態を変化させざるをえな
くなった。そして，それが雇用環境の悪化に，ひいては日本人の不
安感につながっている。
その反面で，近年の金融緩和や円安の影響もあり，最高益を記録
する日本企業も数多く存在する。また，相対的にシェアを下げたと
しても，現段階で日本企業が世界有数の地位を維持している産業も
少なくない。果たして日本の産業・企業は衰退しているのだろうか，
それとも質を変化させただけで依然として強靭な存在なのであろう
か。
本書は，日本の主要産業・企業が現在，どのような状況に置かれ
ているのか，そしてどのような強みや課題を抱えているのかを，そ
こに至るまでの歴史的な視点を交えながら明らかにするものである。
とくに社会人になったばかりのビジネスパーソン，就職を控えたあ
るいはこれから日本の産業・企業について専門的に学ぼうとしてい
る学生が手に取ることを意識して書かれているが，それ以外の日本
の産業・企業について興味・関心を抱いているすべての人にとって
も，その知識欲を十分に満たすものであると考えている。
なお本書は，くしくも共編者である橘川武郎先生の一橋大学退官
を目前とした時期に刊行されることになった。橘川先生は 2015 年
3 月に予定されているご退官まで，青山学院大学，東京大学，一橋
大学にて教鞭をとり，多くの大学生・大学院生の教育に従事された。
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本書の執筆者の多くは，このいずれかの大学，もしくは橘川先生が
現在会長を務められている経営史学会等を通じて，先生よりさまざ
まな指導を受けた。こうした執筆者が集まり，先生の退官に際した
時期に先生と一緒に本書を刊行できることを嬉しく思うとともに，
この場を借りて先生の学恩に感謝申し上げたい。
最後に，有斐閣の柴田守さん，得地道代さんのご厚意に心から感
謝の意を表したい。本書の構想や構成に関しても多くの助言をいた
だき，企画から出版に至るまで大変お世話になった。本書が幅広い
産業分野をカバーした分だけ執筆者の数も多くなり，編集に際して
は大変なご苦労をおかけした。本書の刊行が結果的には（橘川先生

の退官を記念するような時期になったという意味で）「ほどよく」遅れな
がらも，無事に出版に至ったのはお二人の多大なるご支援のおかげ
である。厚くお礼申し上げる次第である。

　　2014 年秋

執筆者を代表して　板垣暁・平野創　
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純保険料　　261

省エネ技術　　126

傷害保険　　260

小額決済　　305

使用許諾交渉　　326

証券会社　　242

少子高齢化　　40, 285

商　社　　193

　─金融　　196

　─斜陽論　　195
　─夏の時代　　201
　─の株式時価総額　　199

　─の再編　　194, 197, 200
　─・冬の時代　　196
　メーカーの─離れ　　196

使用済み核燃料　　167, 168

消費市場の縮小　　40

消費者と生産者のコミュニケーション　　
103

消費地精製主義　　171, 176

情報通信インフラ　　291, 304

情報通信機器〔IT機器〕　　87

情報通信産業　　95

消耗品　　145

乗用車　　70

　─の保有期間　　75

　国内─の新規登録台数　　75

上流部門　→石油産業の上流部門
食生活の変化　　11

食の安全性　　20
食品加工業　　13

食品工業　　13, 28

食品産業　　11, 13, 25

食品製造業　　13
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女性の洋装化　　50

自律的経営　　165
白黒テレビ　　93

白物家電　　99, 101, 102

人為的低金利政策　　235

新興国（市場）　　78, 99, 100, 102, 

227

シンジケート・ローン　　247

新ジャンル　　40
新種保険　　260

新電電〔NCC〕　　294

水産会社　　16
衰退産業　　109

垂直統合　　96, 163, 175, 180, 185

水平統合　　180

水平分業　　96
スーパー 301 条　　295

スマイル・カーブ　　98

スマート・ハウス　　225
スマートフォン〔スマホ〕　　305

スムストック　　224

3G 携帯　→第 3世代携帯
西欧市場　　76

生活インフラ　　291, 304, 309

成型技術　　125

製鋼工程　　116, 117

生産管理　　103

生産プロセスの販売　　126

成熟産業　　109

製銑工程　　113, 117

製造業　　4

製造小売　→ SPA
生損保一体型保険　　264

成長戦略　　337

政府介入　　177, 181

生命保険〔生保〕　　252, 260, 266

製油所　→石油精製工場
清涼飲料水　　29

精錬工程　　117

世界同時不況　　73

積滞解消　　90

石油化学工業　　132, 138

石油化学コンビナート　　136, 146

石油危機　　6, 71, 90, 120, 157, 218

　─のトラウマ　　158
石油企業
　─の過多・過小　　177, 180

　下流─の組織能力　　183

　上流─の過多・過小　　180
石油業法　　176, 181

石油系の原料　　130

石油産業　　171

　─の下流部門　　175

　─の上流部門　175

　─の上流部門での水平統合　　
183

　─の上流部門と下流部門の分断　　
175, 185

　日本の─の脆弱性　　175

石油精製業　　136, 171

石油精製工場〔製油所〕　　132, 172

石油製品の需要　　171

設計の簡素化　　73

設備稼働率〔操業度，操業率〕　　93, 

98, 139, 172, 212

設備投資　　119

　─主導型の成長　　232

設備能力の削減　　139

セレクトショップ　　57

ゼロエミッション　　160

全国自動即時化　　90

先進国市場　　76

選択と集中　　102
専門経営者　　334

専門商社　　194

専門店　　52, 56, 57

　レディース─　　53

操業度〔操業率〕　→設備稼働率
総合酒類（メーカー）　　35, 42, 43

総合商社　　193, 204
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　─の多様な機能　　193
総合食品　　43

総合電機メーカー　　87

装置産業　　172, 210, 212, 259
送　電　　163

粗鋼生産量　　110
素材産業　　130

損害サービス　　257

損害保険〔損保〕　　252, 253

　─会社の経営の安定化　　255

　─業の装置産業化　　259
　─系生保　　267

　─の大衆化　　253
損害率　　255, 256

　●•た　行

第一次産業　　4

第 1世代〔1G〕携帯　　292

第 1期住宅建設 5箇年計画　　217

耐久消費財　　88

第 3期住宅建設 5箇年計画　　219

第三次産業　　4

第 3セクター鉄道　　276, 277

第 3世代〔3G〕携帯　　301, 302

大衆消費社会　　88

耐震補強　　221

第 2期住宅建設 5箇年計画　　217

第二次産業　　4

第 2世代〔2G〕携帯　　298, 300

大ブロックリング工法　　117

太陽光発電（システム）　　226, 227

代理店　　257, 260

大量消費・大量販売体制　　89

多角化　　88, 89, 102, 121, 139, 218, 

221, 283, 319

宅地開発　　216

宅配便　　275

凧揚げ地帯方式　　156

多国籍商社　　198

多種目総合販売　　260, 264

多様化　　12, 30, 36, 37, 40, 72, 267, 

317, 321

短期的利益の追求　　334

炭素繊維　　147

端末売切り制　　297, 298

端末小型化競争　　296

地域活性化　　146

地域〔地方〕交通（問題）　　280, 

285, 286
チェルノブイリ原発事故　　159

地下鉄　　281

地球温暖化問題　→環境問題
知的財産権の管理　　125

地ビール　　38

チャネル別営業　　260
中期国債ファンド〔中国ファンド〕　　

242

中国市場　　78

中小企業貸出し　　247

超過利潤〔レント〕　　238

長期総合保険〔長総〕　　259

長期的視野　　334

長期優良住宅　　221, 222

長期優良住宅普及促進法　　223

長距離輸送　　272, 275

超小型モビリティ　　75

超長期住宅先導的モデル事業　　223

調理食品　　11

直営店比率　　59

直接金融　　198

通信インフラ　　291

通信機器（メーカー）　　87, 89, 92

通信自由化　　94, 294

通信方式　　292, 298, 300, 302

積立型保険　　242, 259, 260

積立ファミリー交通傷害保険〔積フ
ァ〕　　260

低価格志向　　40
低価格車　　79

定期預金　　242
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提　携　　78, 80, 82, 88, 91, 102, 185

低成長期　　2

停　電　　163

低利益〔低収益〕体質　　23, 181

適債基準　　240

デザイナーズ・ブランド　　53

デジタル　　96
鉄鋼業　　109

鉄鋼合理化計画　　119

鉄道（会社）　　271, 276

鉄道車両製造　　287
テーブル・ファイア事件　　255

テレコム・バブル　　302

テレビアニメ　　316

テレビ事業　　97

転換社債　　240

電気事業再編成　　153, 155

電気事業法　　156

電気通信事業（者）　　95, 294

電気鉄道　　281

電機・電子産業　　87, 96, 140

電気料金の改定〔値上げ〕　　157, 

158, 161

電気冷蔵庫　　17, 33

電源開発　　88

電源構成　　157, 162, 168

電源三法　　158, 166

電子機器　　98

電子材料　　137, 140

電子部品　　87

電子マネー　　285, 304

電車型特急貨物列車　　287

電子レンジ　　18

電電ファミリー　　90

店舗規制　　235

電力会社間の競争　　157, 162, 164, 

166

電力関連施設の立地難　　158

電力業　　91, 102, 152, 281

電力国家管理　　152, 155, 156

電力自由化　　159, 161, 165

電力投資　　88

電力統制私見　　155

電炉法　　113, 117

電話機　　95

東京オリンピック　　18

東京ガールズコレクション〔TGC〕　　
62

東京電力・福島第一原子力発電所事故　　
100, 151, 161

投資銀行　　204, 249

投資抑制メカニズム　　336

独占禁止法　　36

特定産業構造改善臨時措置法　　139
特定石油製品輸入暫定措置法〔特石
法〕　　178, 181

特定地方交通線　　280

特　約　　264

都市銀行　　231, 235

　─の収益構造　　248

トータル・コーディネート　　51, 54

トッパー　　172

トヨタ生産方式　　70

ドライ戦争　　37

トランジスタ　　90

取引先企業の救済　　237

トレード・ビジネス〔トレーディン
グ〕　　201, 204, 205

　●•な　行

内航海運　　275

中食市場　　18

ナショナル・フラッグ・オイル・カン
パニー　　174, 180, 186

ナショナル・ブランド〔NB〕　　24

ナフサ　　132

生ビール（化）　　35, 36, 39

二酸化炭素〔CO2〕の排出（量）　　
77, 118, 126, 147, 160, 287

2G 携帯　→第 2世代携帯
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二次使用権　　314

二次流通　　315

二世帯住宅　　225

日米半導体協定　　94

日産リバイブル・プラン　　81

ニッチ　　141, 143, 144

200 年住宅　　223

日本的経営　　333

　─の再構築　　336

　新型─　　337

日本ブランド車　　76, 78

人キロ　　272

燃費規制　　76
燃料電池車　　77
農林水産業　　4

ノンアルコールビール　　40

ノンマリン　　253

　●•は　行

賠償責任保険　　260

ハイテン　　125

配電統合〔第二次電力国家管理〕　　
155

ハウス 55 計画　　219

ハウスマヌカン　　54
薄利体質　　23

派遣販売員（制度）　　48, 49, 54

バックエンド問題　　167, 168

発送電分離　　162
発　電　　163

発展のダイナミズム　　6

発電量　　88

発泡酒　　38
バブル　　242
　─崩壊　　72, 335

版権管理　　319
版権ビジネス　　313, 320, 322

番号ポータビリティ〔MNP〕　　306

半導体　　90, 94, 99, 134

販売チャネルの多様化　　267

販売網　　35, 89

東日本大震災　　20, 74, 151, 161

ビジネス・モデル〔ビジネス・システ
ム〕　　101, 211, 282

ヒット商品　　101

百貨店　　47, 48, 56

ビール（産業）　　31, 43

　─系飲料　　43

　─需要の拡大　　32

貧栄養化海域　　146

ファッション　　47

ファッション・ショー　　62

フィーチャーフォン　　308

付加価値競争　　101

付加価値生産（額）　　132, 146

付加保険料　　261

福島第一原子力発電所事故　→東京電
力・福島第一原子力発電所事故

服　装　　47

ブタジエン　　143

物価高騰　　195

不動産関連融資　　243

不燃組立住宅　　210

部品共通化　　73

プライベート・ブランド〔PB，自主
企画商品〕　　24, 56

　─比率　　57

プラザ合意　　72, 121

フラット 35　　225

プラットフォーム　　305, 309

不良債権問題　　243
フルライン戦略　　38

プレキャスト・コンクリート工法　　
210

プレハブ住宅（産業）　　209, 212

分割民営化　　280
分散型電源　　162, 164

分担率　　272
平炉メーカー　　119

放映期間の短縮化　　326
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放映権料　　316

貿易摩擦　　71, 93, 94, 120
方向性電磁鋼版　　125

法人預金　　235

北米市場　　76

保険（業）　　242, 252

　─の公共性　　255

保険会社の経営　　252

保険金不払問題　　262
保険商品　　252

保険料　　261

保険料率　　255

　─の自由化　　261
ホテル事業　　284

ポバール　　134, 141

　●•ま　行

マスキー法　　71

マルチメディア環境　　302

漫画映画　　316

マンガ家　　328

マンション・メーカー　　54

水メジャー　　145

ミニスカート　　50

みゆき族　　51

民営公益事業　　153, 156

民間活力　　153, 157, 159, 165, 167

民　需　　91

民族系企業　　180

民　鉄　→私鉄
無担保社債　　240

無糖飲料　　30

メインバンク関係　　247

メインバンク・システム　　237, 241

メガバンク　　245, 248

メジャーズ　　174, 176

メンズ市場　　51

木質パネル接着工法　　215

木造在来工法　　209, 212

モータリゼーション　　256, 272, 285

モーダル・シフト　　287
モデルチェンジ　　72

元受正味保険料　　256

モニタリング　　237

モバイル・コマース　　291, 306, 309

モバイル・コンテンツ　　291, 306, 

309

モバイル・コンピューティング　　
301

　●•や　行

有価飲料　　30

誘客装置　　323

誘導品　　132, 136

油主炭従　　157

輸　出　　87, 92, 93

　─自主規制　　71, 120

輸送トン　　275

輸送トンキロ　　275

輸送量　　272, 274

ユニット住宅　　216

容器の多様化　　36

　●•ら・わ 行

ライセンサー　　314, 326

ライセンシー　　314, 326

ライセンシング・オブ・ザ・イヤー　　
313

リアルクローズ　　62

リアル・コマース〔実物取引〕　　305

リサイクル部品使用特約　　265

リスク・コンサルティング　　264

リストラクチャリング　　121
リテール業務　　247, 249

リフォーム事業　　226
リーマン・ショック　　76, 222, 263

流通マネー　　291

料率算定団体　　255

旅　客　　272

臨海型製鉄所　　119
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　●•アルファベット

ADO〔全日本デパートメントストア
ーズ開発機構〕　　50

Android　　305─308

au　　300, 306

BHPビリトン　　124

BlackBerry　　306

BMW　　78, 82

Booker McConnell　　198

cdmaOne 方式　　300, 303

CDMA2000 方式　　302─304

DCMX　　305

DDI〔第二電電〕　　95, 294─296, 299, 

300, 303

DRAGON BALL　　319, 325

Dr. スランプ　　319

D'URBAN〔ダーバン〕　　52

ECサイト　　60

Eni　　184

FeliCa〔フェリカ〕　　304
FFAインターナショナル　　19

FOMA　　303, 304

FOREVER21　　63

GAP　　53, 56, 57, 63

GE〔ゼネラル・エレクトリック〕　　
88, 101

GHQ〔連合国最高司令官総司令部〕　　
154, 156, 255

GM　　73, 78, 81, 82, 91

GSM　　298, 305

H&M　　57, 63

Harrisons & Crosfield　　198

IBM 1401　　258

iD〔アイディ〕　　305

IDO〔日本移動通信〕　　295, 296, 

299, 300, 303

IMT-2000　　302

INAX　　226

Inchcape　　198

INPEX〔国際石油開発〕　　184

INPEX帝石〔国際石油開発帝石ホー
ルディングス〕　　184, 185

iPhone　　101, 305─307

IS-95　　300

iTunes　　101

i アプリ　　301

i モード　　291, 301, 303─306, 309

JA 北信州みゆき 幻の米　　321

J. D. パワー・アンド・アソシエイツ　　
68

JFE スチール　　111, 113, 118, 122

JR　　276─278, 280, 283, 284, 299

JR 貨物〔日本貨物鉄道〕　　277, 278, 

287

JR 九州〔九州旅客鉄道〕　　277, 280, 

288

JR 四国〔四国旅客鉄道〕　　277, 280

JR 東海〔東海旅客鉄道〕　　277, 283, 

287

冷凍餃子中毒事件　　20
冷凍食品（事業）　　11, 14

歴史的コンテクスト　　5

列車予約システム　　271

レディース市場　　50

レーヨン工業　　202

連続鋳造　　120

ロイヤリティ〔版権料〕　　314
労使関係　　333

路線の廃止　　286

ワンソース〔コンテンツ〕・マルチユ
ース　　314

●••　人名および企業・商品名等索引　●••
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JR 西日本〔西日本旅客鉄道〕　　277, 

283, 284　　
JR東日本〔東日本旅客鉄道〕　　276, 

277, 283─285, 288, 304

　─総合車両製作所　　287

　─新津車両製作所　　287

JR 北海道〔北海道旅客鉄道〕　　276, 

280

J-SH04　　302

JSR　　134, 136, 137, 140

JTB 東京法人　　322

JUN　　51

JX 日鉱日石エネルギー　　136, 180

JX ホールディングス　　172

J─フォン　　302

KDD　　300

KDDI　　300, 301, 303, 304

LINE　　309

LIXIL　　226

Lonrho　　198

MS&ADインシュアランスグループ　　
263

nanaco　　285

NEC　→日本電気
NECエレクトロニクス　　100

NECカシオモバイルコミュニケーシ
ョンズ　　308

NET　　318

NEWDAYS　　284

NGP〔日本自動車リサイクル事業協
同組合〕グループ　　265

NKSJ グループ　　263

NTT〔日本電信電話〕　　94, 95, 294─
297

NTT大容量〔HiCAP〕方式　　294─
296

NTTドコモ〔エヌ・ティ・ティ移動
通信網，ドコモ〕　　291, 297, 

299─307

NTT方式　　292

ONE PIECE〔ワンピース〕　　313, 

314, 320─323, 325, 327

PDC方式　　299, 300, 302

RCR STD-27　　299

SBI アクサ生命　　267

Suica　　284, 304

TACS 方式　　294─296

TDK　　240

TDMA方式　　298, 299

TDYアライアンス　　226

TOPS グループ　　219

TOTO　　226

TZ-802B　　294, 296

TZ-803B　　296

TZ-804　　296

UCC上島珈琲　　30

UFJ 銀行　　200, 201

UFJ グループ　　245

UFOロボ・グレンダイザー　　318

VAN　　51

W-CDMA方式　　302─305

WH〔ウエスチングハウス〕　　88, 

91, 101

Windows Phone　　306

YKKAP　　226

ZARA　　53, 57, 63

　●•あ　行

あいおい損害保険　　261, 263─265

赤　福　　21

旭化成　　130, 136, 137, 144, 216

旭化成ホームズ　　224, 225

アサヒグループホールディングス　　
42

アサヒ生ビール　　37

アサヒビール（社名）〔アサヒ〕　　
31─37, 39, 40, 42

アサヒビール（商品名）　　33

朝日麦酒　　29

アサヒ本生　　39
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味の素　　18, 19, 42

味の素冷凍食品　　23

アストンマーチン　　81

アセラリア　　111

安宅産業　　195, 197, 237

アップル　　98, 305, 306

アデンダ　　50

アバクロンビー＆フィッチ　　63

アーバンリサーチ　　57

阿部慎也　　321

アメリカ通商代表部　　295

荒木飛呂彦　　328

荒蒔康一郎　　41

アルセロール　　111

アルセロール・ミタル　　111, 112

アルベッド　　111

イオン　　24, 162, 226

池田勇人　　215

石水勲　　21

石屋製菓　　21

いすゞ　　82

伊勢丹　　50

磯野長蔵　　34

伊丹敬之　　109

いちご電車　　287

市　田　　49

出光興産　　136, 144, 172, 180, 186, 

187

出光佐三　　187

出光商会　　187

伊藤忠商事　　60, 194, 195, 197, 201, 

203

伊藤忠丸紅鉄鋼　　201

稲盛和夫　　294, 295

イラン化学開発　　196

イラン国営石油化学　　196

イラン・ジャパン石油化学〔IJPC〕　　
196

岩井産業　　194, 195

インディテックス　　63

インテル　　99

インドネシア石油　　184

ヴァーレ　　124

ヴァンヂャケット　　51

ヴィアイン　　284

ウエスチングハウス　→WH
ウォークマン　　93, 101

ウジミナス　　122

宇宙戦艦ヤマト　　324

宇部興産　　216

永大産業　　215, 216, 218, 237

エヴァン・ピコン　　50

エキナカ〔エキュート〕　　284, 285

エクソンモービル　　180

エコール・ポリテクニーク　　81

エス・バイ・エル　　224, 227

エディオン　　227

エヌ・ティ・ティ移動通信網　
→NTTドコモ

エネルギー懇談会　　176

榎本俊一　　204

ヱビスビール　　33, 34

エフモード　　60

エリクソン　　302, 303

エルピーダメモリ　　99

欧州電気通信標準化機構〔ETSI〕　　
298

欧州郵便電気通信主管庁会議
〔CEPT〕　　298

大　賀　　52

狼少年ケン　　316, 317

大川博　　316

大蔵省　　234, 235, 239, 245, 255

大阪朝日新聞社　　282

大阪麦酒　　31

大林ハウジング　　216

大原社会問題研究所　　141

大原美術館　　141

大原孫三郎　　141

大宮庫吉　　34



352　　索　　引

岡山電気軌道　　286

沖電気　　87, 90

沖縄電力　　153

おサイフケータイ　　291, 304─306

尾田栄一郎　　313, 314, 328

小田急電鉄　　277, 281, 283

　─多摩線　　282

小田急百貨店　　50

小田原急行鉄道　　281

オバマ，B.　　77

おもちゃ電車　　287

オールドネイビー　　63

オンワード樫山〔オンワード〕　　48─
52, 56, 59

　●•か　行

花　王　　130

カシオ日立モバイルコミュニケーショ
ンズ　　308

神奈川臨海鉄道　　278

金子直吉　　202

兼　松　　194, 195, 197, 200

兼松江商　　195, 237

河北鋼鉄集団　　111

ガールズウォーカー〔GW〕　　60, 62

カルテックス　　178

カルピス　　42

川久保玲　　54

川崎製鉄〔川鉄〕　　113, 117, 119

河内銀行　　235

邯鋼集団　　111

関西セルラー　　295

関西電力　　153, 157, 295

北スマトラ海洋石油資源開発　　184

機動戦士ガンダム　　324, 325

鬼怒川水力電気　　281

紀ノ国屋　　285

木下産商　　195

キャビン　　53

キャラクター・データバンク　　313

九州新幹線　　277, 280

九州電気　　155

九州電灯鉄道　　155

九州電力　　153, 162

京セラ　　226, 294

キリン一番搾り生ビール　　38

キリングループ　　41

麒麟淡麗〈生〉　　39

キリンビール（社名）〔キリン〕　　
31─36, 38─42

キリンビール（商品名）　　33, 34

キリンびん生　　36

キリンフリー　　40

キリンホールディングス　　41

キリンラガービール　　37, 39

銀河鉄道 999　　324

銀座線　　281

金線サイダー　　29

近鉄〔近畿日本鉄道〕　　277, 281

キン肉マン　　319

金　麦　　41

金融庁〔金融監督庁〕　　201, 245

クアルコム　　300, 302, 303, 305

グーグル　　305

葛原猪平　　15

クボタハウス　　216, 221

くまのプーさん　　325

熊本市交通局　　277

クライスラー　　80, 82

倉敷絹織　　141

倉敷紡績　　141

倉敷レイヨン　　141

クラレ　　134, 141, 142

クリスチャン・ディオール　　48

グレートマジンガー　　318

グロピウス，W. A. G.　　210

黒部川第四発電所　　157

京王電気軌道　　281

京王電鉄〔京王帝都電鉄〕　　277, 

281, 283
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　─相模原線　　282

京王遊園　　283

京急電鉄　　277

経済産業省　　225, 327

　─商務情報政策局文化情報関連産
業課　　328

　─製造産業局　　211

京成電鉄　　277

京阪電気鉄道　　277, 281, 283

京浜急行電鉄　　281

京浜地下鉄道　　281

京浜電気鉄道　　281

ゲッティ・オイル　　178

ケロロ軍曹　　325

建設省　　214, 216, 217, 219

建築生産近代化促進協議会　　216

小岩井乳業　　41

興亜火災　　261

興　銀　→日本興業銀行
江　商　　194, 195

江蘇沙鋼集団　　112

神戸工業　　90

神戸製鋼所　　113, 120, 122

国際電気通信連合〔ITU〕　　302

国　鉄　→日本国有鉄道
国土交通省　　223, 275, 286

国　連　　302

小篠弘子　　53

小嶋光信　　286

コスモ石油　　172, 180

こだま　　279

小林一三　　282
小堀住研　　216

コムサイズム　　60

コムデギャルソン　　54

コレット　　50

ゴーン，C.　　81

コンビナート高度統合運営技術研究組
合　　143

　●•さ　行

埼京線　　288

相模鉄道〔相鉄〕　　277, 281

佐川急便　　287

ザ・キッス　　321

佐久間ダム　　157

サークルKサンクス　　24

佐治敬三　　35

サッポロ飲料　　42

サッポロ〈生〉黒ラベル　　38

サッポロビール（社名）〔サッポロ〕　　
31, 33─35, 38, 40─42

サッポロビール（商品名）　　33, 34

札幌麦酒　　31

サッポロホールディングス　　42

サーブ　　81

ザ・プレミアム・モルツ　　41

サムスン電子　　97, 99, 100

三　愛　　53

サンウエーブ工業　　226

産業革新機構　　100

三　紫　　52, 53

山東山孚日水有限公司　　19

サントリー　　31, 34, 35, 38, 40─42

サントリービール〈純生〉　　35

サントリーホールディングス　　41

サンミゲルビール　　42

三陽商会　　50, 51, 59

三洋電機　　101, 221

三洋ホームズ　　221

三和銀行　　237

ジェイアイエヌ　　321, 323

ジェーンモア　　50

四国電力　　153

資生堂　　130

シップス　　57

シトロエン　　77

渋沢栄一　　137

島田俊平　　21
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島袋光年　　325

清水建設　　219

自民党携帯電話問題懇話会　　309

シーメンス　　101

ジャガー　　81

ジャカルタ首都圏鉄道会社　　288

シャープ　　87, 96, 98, 101, 302

写メール　　302

上海宝鋼　　112

集英社　　314, 321, 322

週刊少年ジャンプ　　319─321, 325, 

329

衆議院物価問題等に関する特別委員会　　
195

住生活グループ　　226

住宅金融公庫　　210, 214, 216, 224

住宅金融支援機構　　214, 224

充電式EVOLTAワンピース バージ
ョン　　321

松　竹　　324

昭和シェル石油　　172, 180

昭和電工　　136

ジョジョの奇妙な冒険　　328

ショートメールサービス　　301

ショルダーホン　　292

白い恋人　　21

白木屋　　283

信越化学工業　　130, 134, 136

新エネルギー・産業技術総合開発機構
〔NEDO〕　　126

新幹線　　279

新世紀エヴァンゲリオン　　325

新日軽　　226

新日鉱ホールディングス　　172

新日鐵住金　　113, 122, 125

新日本製鐵〔新日鐵〕　　111, 113, 

118, 125, 219

新日本石油　　172

スキンカリオール・グループ　　42

スズキ　　82

鈴木商店　　194, 202

鈴　丹　　53

鈴　屋　　53

スタイライフ　　60

スタートトゥデイ　　60

ストップ！！　ひばりくん！　　319

スーパードライ　　36, 37, 39

すばる　　321

スーパーレールカーゴ　　287

住友海上　　256, 262

住友化学　　136, 138, 144, 146

住友銀行　　37, 235, 237

住友金属工業　　113, 118, 120

住友商事　　194, 195, 201, 203

住友林業　　224

スリーエフ　　24

スリーマイル島原子力発電所　　159

ゼイヴェル　　62

西武鉄道　　277

西武百貨店　　50

積水化学工業　　215, 216, 224, 226, 

227

セキスイハイム　　216, 226

積水ハウス　　216, 224

セキスイハウスA型　　215

石油公団　　177, 178, 184

石油連盟　　187

セシール　　61

ゼネラル・エレクトリック　→GE
セブン＆アイ・ホールディングス　　

24, 284, 285

セブンティーン　　321

全国中等学校優勝野球大会　　282

戦災復興院　　213

千趣会　　61

創映社　　318

総合資源エネルギー調査会石油分科会
石油部会石油市場動向調査委員会　　
171

双　日　　201
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創　通　　325

総務省　　298

そごう　　50

ゾゾタウン　　61, 64

ソニー　　87, 89, 93, 96, 240, 304

ソフトバンク　　305, 306

損害保険料率算定会　　255
損保ジャパン　　262, 263

　●•た　行

第一勧業銀行　　245

第一銀行　　237

ダイエー　　17

大栄住宅　　216

ダイカスト・マジンガー Z　　318

大建工業　　226

大正海上　　256

大成建設　　216

ダイソン　　101

タイドウォーター　　178

大東京火災　　261

第二電電　→DDI
大日本麦酒　　31, 33, 34

ダイハツ　　82

大　丸　　48, 50

ダイムラー〔ダイムラーベンツ〕　　
78, 80, 82

ダイムラー・クライスラー　　81, 82

大洋漁業　　16, 17

大和銀行　　237

大和ハウス工業　　214, 216, 224

髙島屋　　48, 50

髙島屋飯田　　194

宝酒造　　34, 35

宝塚唱歌隊　　282

タカラビール　　34

竹中工務店　　219

宅急便　　275, 276

田中隆之　　205

たま駅長　　287

たま電車　　287

玉　屋　　53

チェルノブイリ原子力発電所　　159

中国電力　　153, 162, 168

中部電力　　153, 168, 295

超 LSI技術研究組合　　94

超電磁ロボ コン・バトラーV　　318

超保険　　264

千代田火災　　256, 261

通商産業省〔通産省〕　　70, 217, 219

ツーカーセルラー　　299, 300

ツーカーホン　　299, 300

塚本商事　　49

津軽海峡線〔青函トンネル〕　　280

燕　　278

帝国人造絹糸　　202

帝国石油　　184

帝国ホテル　　18

帝都高速度交通営団〔営団地下鉄〕　　
277, 281

ディノス　　322

テキサコ　　178

デジタルツーカー　　299, 300, 302

デジタルホン　　299, 302

デジタル・ムーバ　　299, 301

デジタル・ムーバ 501i　　301

鉄道省　　156

鉄腕アトム　　316, 317

テーブルマーク　　23

テレビ朝日　　324

電気化学工業　　143

電気事業再編成審議会　　155

電源開発　　152, 157

電電公社　→日本電信電話公社
電波システム開発センター〔RCR〕　　

299

電力中央研究所　　155

東亜石油　　172

トゥイギー　　50

東　映　　316
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東映アニメーション　　314, 320, 322, 

325─327

東映動画　　316, 317, 319

東海銀行　　237

東海道新幹線　　271, 280

東急車輛製造　　287

東急電鉄　　277, 281, 283

東京海上　　252, 256, 258, 262─264

東京銀行　　237

東京高速鉄道　　281

東京市　　281

東京スタイル　　50

東京製鐵　　118

東京大学工学部総合研究機構俯瞰工学
部門　　328

東京地下鉄〔東京メトロ〕　　277

東京地下鉄道　　281

東京通信工業　　89, 90

東京電力　　151─153, 161─163, 165─
168, 295

東京都交通局　　277

東京三菱銀行　　200, 245

東京臨海高速鉄道　　322

唐鋼集団　　111

東　芝　　87─89, 91, 94, 100, 101, 288

東芝住宅産業　　216

東ソー　　136

東　通　　195

東通発電所　　160

東都銀行　　235

東燃化学　　136

東燃ゼネラル石油　　180

東武鉄道　　277, 283

東武動物公園　　283

東邦電力　　154, 155

東北新幹線　　280

東北新社　　318

東北電力　　153, 160, 163, 168

東洋エクステリア　　226

東洋工業　　237

東洋紡　　145

東洋棉花　　194, 195

東洋レーヨン　　202

東　レ　　145

同和火災　　261

トクヤマ　　136

ドコモ　→NTTドコモ
トステム　　226

となりのトトロ　　325

戸畑冷蔵　　15

トーメン　　194, 197, 200

トヨタグループ　　200

トヨタ自動車〔トヨタ〕　　68─70, 

72─74, 77─82, 221, 240, 295

トヨタ自販　　256

豊田通商　　197, 200

トヨタホーム　　221, 224

ドラえもん　　325

トリコ　　325

ドロン，A.　　52

　●•な　行

永井豪　　317

永谷亜矢子　　62

名古屋鉄道〔名鉄〕　　277

ナショナル共栄会　　89

ナショナル住宅建材　　216

ななつ星 in 九州　　287, 288

ナノ・ユニバース　　57

南海鉄道　　281

南海電気鉄道〔南海電鉄〕　　277, 

286

　─貴志川線　　286

ニコル　　53

ニシキ　　52

西日本鉄道〔西鉄〕　　277

日動映画　　316

日動火災　　262

ニチメン　　194, 197, 201

日綿実業　　195
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ニチメンメディア　　60

ニチレイ　　23

日魯漁業　　16

日経BPコンサルティング　　291

日産化学工業　　137

日産火災　　262

日産財閥　　137

日産自動車〔日産〕　　69, 70, 72, 73, 

78, 81, 82, 137, 299, 300

日　商　　194, 195

日商岩井　　195, 197, 201

日新火災　　263

ニッセイ損保　　261

ニッセイ同和損保　　261, 263

日石三菱　　178, 180

日東電工　　141, 145

ニッポンビール（社名）　　31

ニッポンビール（商品名）　　34

ニトリ　　227

日本移動通信　→ IDO
日本火災　　255, 261

日本銀行　　239

日本経済新聞社産業地域研究所　　
325

日本原子力発電　　152, 168

日本興亜損保　　261, 263

日本鋼管〔NKK〕　　113, 120, 195, 

216

日本興業銀行〔興銀〕　　237, 245

日本合成化学　　134

日本合成ゴム　　137

日本高速通信〔TWJ〕　　95, 295

日本国土開発　　216

日本国有鉄道〔国鉄〕　　273─280, 

282, 283

日本サンライズ　　324

日本自動車工業会　　75

日本車輌製造　　287

日本住宅公団　　214

日本水産　　16, 19, 23

日本製鐵　　113

日本石油　　178

日本石油化学　　138

日本鉄道　　278

日本テレコム〔JT〕　　95, 299, 300

日本電気〔NEC〕　　87, 90, 94, 99, 

296, 297, 303, 308

日本電信電話　→NTT
日本電信電話公社〔電電公社〕　　89, 

90, 92, 94, 95, 292, 294, 298

日本動画協会　　327

日本道路公団　　295

日本特殊鋼　　237

日本発送電　　152, 281

日本ビクター　　93

日本麦酒　　31

日本プレスコンクリート工業　　216

日本貿易会　　196, 204, 205

日本民営鉄道協会　　277

日本綿花　　194

日本冷蔵　　16

日本冷凍食品協会　　14, 17, 19

農水省　　13

ノキア　　302

のぞみ　　280

のどごし〈生〉　　40, 41

　●•は　行

ハイアール　　102

パイプハウス　　214

ハウステンボス　　322

バウハウス　　210

博多電灯軌道　　155

白蛇伝　　316

橋本龍太郎　　244

八景島シーパラダイス　　323

ハートフルリサイクル　　265

パナソニック　　87, 96, 321

バナナ・リパブリック　　63

パナホーム　　224, 227
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ハマー　　81

林兼商店　　15, 16

バャリース　　29

パ　ル　　57

阪急職業野球団　　282

阪急電鉄〔阪急〕　　277, 281, 282, 

283

阪急百貨店　　283

阪急マーケット　　283

阪神電気鉄道　　277

バンダイ　　317

バンベール　　50

ピエール・カルダン　　48

ビギグループ　　63

樋口廣太郎　　37

肥薩おれんじ鉄道　　277

ビジネスセレクトローン　　247

日立製作所　　87─91, 94, 99─101

ピーターラビット　　325

ビックカメラ　　227

日野自動車　　82

ビームス　　57

百田尚樹　　187

現代自動車　　79, 81

ひらかたパーク　　283

平野水　　29

ヒロココシノ　　53

ファイブフォックス　　59, 60

ファミリーマート　　24

フィアット　　77, 81

フォード　　78, 81, 82

福島第一原子力発電所　　151, 152, 

159─167

福博電気軌道　　155

富士銀行　　235, 237, 245

不二越　　237

富士重工　　72, 81, 82

富士製鐵　　113, 120

藤瀬半兵衛　　29

富士通　　87, 90, 94, 296, 303

フジテレビ　　314, 317, 318, 324

富士フイルム　　136

不二家　　21

二子玉川園　　283

ブランディング　　60, 62

プリウス　　77

プリキュア　　325

プレハブ建築協会　　216

プレハブ建築懇談会　　216

ベイクルーズ　　57

ヘーベルハウス　　137, 216

ペリー，M. C.　　29

ベルメゾン　　61

ボーイング 767　　147

ボーイング 787　　147

ポイント　　56

北斗の拳　　319, 325

北洋銀行　　21

北陸新幹線　　280

北陸電力　　153, 168

保険契約の保険責任期間に関する特約　　
265

ポスコ　　110, 125

ポッカ　　42

北海道拓殖銀行　　21

北海道電力　　153

ホテルメッツ　　284

ポピー　　318

ボルボ　　81

本四備讃線〔瀬戸大橋〕　　280

本田技研工業〔ホンダ〕　　69, 72, 78, 

240

鴻海精密工業　　97, 98

　●•ま　行

マイクロタック〔MicroTAC〕9800X　　
296

マイクロン・テクノロジー　　99

マイドル　　50

マガシーク　　60
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マジンガー Z　　317, 318

松坂屋　　50

松下 1号型　　215

松下通信工業　　296, 303

松下電器産業　　89, 240

松下電工　　219 

松下電子工業　　94 

マツダ　　72, 81, 82

松田光弘　　53

松永安左エ門　　154─156

マルス〔MARS〕　　271

丸善石油　　237

丸善石油化学　　136

マルハニチロ　　23

丸　紅　　194, 195, 201, 288

丸紅飯田　　195

ミサワホーム　　215, 216, 219, 221, 

224

ミサワホームO型　　219

三澤木材　　215

ミシュラン　　81

みずほグループ　　245

ミゼットハウス　　214, 215

溝口周次　　256

御園生等　　195

ミタル　　111

三井海上　　262

三井化学　　136, 144, 186, 237

三井銀行　　235, 237

三井グループ　　196

三井住友海上　　262, 263

三井住友銀行　　247

三井住友グループ　　245

三井住友フィナンシャルグループ　　
304

三井石油化学　　138

三井物産　　194, 195, 199, 202, 203

三井ホーム　　224

ミッキーマウス　　325

三　越　　50

三菱化学　　130, 136, 144

三菱銀行　　237

三菱自動車　　81, 82

三菱重工　　91

三菱商事　　194, 195, 199, 201─203

三菱石油　　178

三菱電機　　87─89, 91, 94, 99─102, 

296

三菱油化　　138

三ツ矢サイダー　　29

御堂筋線　　281

水戸岡鋭治　　287

ミートホープ　　21

ミニット・アジア・パシフィック　　
321

箕面有馬電気軌道　　282

ミレアホールディングス　　262

向ヶ丘遊園　　283

虫プロダクション〔虫プロ〕　　316, 

317

む　つ　　159

ムーバ〔mova〕　　296, 297, 301

ムーバ SH251i　　302

村井勉　　37

メタルワン　　201

メディアファクトリー　　60

モトローラ　　295, 296

モバイル Suica　　304

森永製菓　　21, 317

モルツ　　38

　●•や　行

安川雄之助　　202

安田火災　　256, 262

八幡エコンスチール　　216

八幡製鐵　　113, 120

山一證券　　237

ヤマダ電機　　227

ヤマト運輸　　275, 276

山本為三郎　　35
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山本耀司　　54

勇者ライディーン　　318

郵政省　　295, 296, 298, 299

郵便局　　276

優良ストック住宅推進協議会　　224

ユジノール　　111

ユナイテッドアローズ　　57

ユニクロ　　56, 57, 61, 62, 64

横浜高速鉄道　　278

横浜市交通局　　277

四つ橋線　　281

読売テレビ　　324

　●•ら　行

ライオンネイサン　　42

ライフネット生命　　267

ラウンドワン　　322

リオ・ティント　　124

りそな　　245

リボンシトロン　　29

リーマン・ブラザーズ　　201

量産公営住宅推進協議会　　216

両備グループ　　286

リラックマ　　325

臨時行政調査会　　95

ルネサスエレクトロニクス　　99, 

100

ルネサステクノロジ　　100

ルノー　　81, 82

ルパン三世　　325

レーガン，R.　　71

レナウン　　48─52

レナウンルック　　50

レポルテ　　50

レモン水　　29

ローソン　　24

　●•わ　行

ワイズ　　54

ワイヤレステレホン　　292

和歌山電鐵　　286, 287

脇村義太郎　　176

ワールド　　56, 59

ワンピース　→ONE PIECE
ワンピース米 プレミアムセット　　

322

ワンピース リミテッド・バイ・JINS　　
321
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